
豊明市の健康づくりアンケート 

（ 特定健診・特定保健指導実施計画策定のための調査） 

調査のあらまし 

■ 調査の目的

本調査は、本市の健康診査や生活習慣病予防の事業を充実する

ため、本市の国民健康保険被保険者の皆さんの健康状態、生活習

慣病予防への意見・要望を伺い、仮称「特定健診・特定保健指導

実施計画」策定に生かすものです。 

■ 調査対象者

本市の国民健康保険の被保険者から無作為抽出した 2,000 人 

ただし、35～64 歳。

■ 調査方法

郵送法（郵送による調査票の配布・回収） 

■ 調査期間

平成 19 年 7 月 12  日 ～  31  日

■ 調査基準日（年齢などの基準となる日）

平成 19 年 6 月 1 日

■ 回収結果

対象者数 2,000 人

１．本市の国民健康保険加入者の状況 
問 本市の国民健康保険にいつから入っていますか

本市の国民健康保険に加入している 35～64 歳（被保険者） のう

ち、自営業・家業手伝いという人は半数に満たない。約２割は、

パート・アルバイト・非常勤であり、数％は正社員や派遣・登録 0% 25% 50% 75% 100% 

社員などである。（下図） 

本市の国保での加入期間は、被保険者の過半数が 10 年以上とし


ている。しかし、自営以外の仕事をもつ被保険者では過半数が 10


年以内である。（ 右上図） 


被保険者の家族構成は、約４分の３が夫婦のみ、または２世代


である。（右下図） 


――――― 


特定健康診査・特定保健指導（特定健診等）では、このような


社会的背景に配慮して、スケジュールや実施会場を定めるととも


に、関係団体等に働きかけていく必要がある。 


5.3 15.9 18.8 57.9 全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～ 39歳(70) 

40～ 44歳(69) 

45～ 49歳(69) 

50～ 54歳(84) 

55～59 歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 

１ 年以内 ５年以内 １０ 年以内 １０ 年以上前 無回答

問 あなたは、お仕事をしていますか？

回答数  624 人（回収率 31.2％） 

（ アンケート用紙に同封した案内文） 

問 同居のご家族は、いらっしゃいますか？ 
0% 25% 50% 75% 

自営業･家業手伝い

0% 25% 50% 75% 100% 
ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ ･非常勤

2.1 
在宅就労・内職


正社員


派遣･登録社員


9.9 
家事専業


求職中


0.8 
その他

無職、仕事をしていない 全体(624) 

男性(236) 
0.5 

無回答 女性(386) 

45.4 

20.8 

5.1 

2.4 

2.1 

10.9 

9.6 25.3 48.2 12.0 
4.0 

0.8 
全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～39 歳(70) 

40～44 歳(69) 

45～49 歳(69) 

50～54 歳(84) 

55～ 59歳(178) 

60歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 

ひとり暮らし 夫婦のみ ２世代 ３世代 その他 無回答
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２．健康状態と受療状況 

被保険者の健康状態は、過半数が健康または普通と感じている。

健康に不安がある被保険者は、年齢が高くなるほど多くなる。ま

た、女性でＢＭＩ値（身長体重の回答から集計時に計算）が大き

い被保険者では、不安感をもつ人が多い。（下図） 

ふだんのストレスは、被保険者の約２割が、あまり解消できて

いないと感じている。この割合は、44 歳以下と 50～54 歳、仕事が

ない、または自営業以外の仕事に就く被保険者で多い。（右上図）

被保険者の過半数は、調査の前月（６月）に通院または入院し

ている。年齢が高いほど、この割合が大きい。腹囲やＢＭ Ｉ値が

大きい被保険者では、そうでない被保険者に比べ受療している人

の割合が高い。（ 右下図） 

問 現在、健康状態はいかがですか？


問 ふだんのストレスを解消できていますか？

解消 いくらか あまり解消 無回答
できている 解消できている できていない

0% 25% 50% 75% 100% 

24.4 52.2 22.1 
1.3 全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～ 39歳(70) 

40～ 44歳(69) 

45～ 49歳(69) 

50～ 54歳(84) 

55～5 9歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

受療中の被保険者について、調査の前月（６ 月）１か月におけ

る自己負担額を尋ねた。この金額には、保険外の治療費やサービ

ス費用等も含んでいると考えられる。 

約４割は２～５千円未満としており、年齢が高くなるほどこの

階層が占める比率が大きい。 

１ 万円以上は１割台であるが、男性で腹囲が大きい被保険者や、

入院していた被保険者で、この階層が占める比率が大きい。（下図）

――――― 

以上の実態は、中高年やメタボリックシンドロームの被保険者

が多くなるほど、国保にかかる医療費が高まる可能性があること

を示している。 

問 ６月中の医療費はだいたいどのくらいですか？

（ 医院・病院に支払った額）


いたって健康 普通 健康に多少不安がある 健康ではない 無回答


0% 25% 50% 75% 100% 
問 ６月中、通院や入院をされていましたか？


11.5 47.9 31.7 
5.6 

3.2 
全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～3 9歳(70) 

40～4 4歳(69) 

45～4 9歳(69) 

50～5 4歳(84) 

55～5 9歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85 以上(83) 

女、腹囲90 以上(33) 

男、BMI 25 以上(20) 

女、BMI 25 以上(47) 

男、BMI 25 未満(121) 

女、BMI 25 未満(265) 

その他(55) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 

０円以上 ２千円以上 ５千円以上 １万円以上 無回答
２千円未満 ５千円未満 １万円未満

0% 25% 50% 75% 100% 
医者にはかかっていない 通院していた 入院していた 無回答
（ 薬のみも含む）

0% 25% 50% 75% 100% 
16.0 39.2 24.7 16.3 

3.8 全体(344) 

男性(124) 

女性(219) 

35～39 歳(18) 

40～44 歳(26) 

45～49 歳(37) 

50～54 歳(48) 

55～ 59歳(112) 

60歳以上(102) 

自営業・家業手伝(154) 

仕事あり自営以外(96) 

仕事なし(90) 

男、腹囲85以上(50) 

女、腹囲90以上(19) 

男、BMI 25以上(13) 

女、BMI 25以上(30) 

男、BMI 25未満(55) 

女、BMI 25未満(153) 

その他(24) 

通院入院なし(0) 

通院した(333) 

入院した(10) 

43.8 53.5 1.6 
1.1 

全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～39 歳(70) 

40～44 歳(69) 

45～49 歳(69) 

50～54 歳(84) 

55～59 歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85 以上(83) 

女、腹囲90 以上(33) 

男、BMI 25 以上(20) 

女、BMI 25 以上(47) 

男、BMI 25 未満(121) 

女、BMI 25 未満(265) 

その他(55) 

［ 通院または入院している回答者のみ］ 
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３．健康のために気をつけていますか 

被保険者の約３分の２は、健康のため、食事・栄養に気をつけ 被保険者のうち約２割は、日常生活のなかでほとんど歩いてい

ている。次いで、睡眠、体重、口の中の清潔、適度な運動、休養・ 問 今後、健康を維持・改善するため ない。30 分未満は約４割で、以上を合計すると約６割である。 

ストレス解消などに留意している。気をつけている被保険者の割 気をつけたいことは何ですか？ ――――― 

合は、いずれも女性が多く、男性の割合が高いのは酒・タバコの なお、この設問は本市市民全体の健康増進計画「とよあけ健康

みである。（下図） 0% 25% 50% 75% 100% 基本計画２１ 」の目標指標値のひとつであり、2011 年度（ 平成 23 

「今後」気をつけたいこと（右図）をあわせて尋ねたところ、 食事・栄養
74.7 

66.7 

53.5 

50.0 

48.7 

45.7 

29.8 

26.4 

12.8 

11.7 

1.0 

2.1 

1.1 

全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

年度） に 40％ とする目標を掲げている。平成 15 年 6 月におこなっ

現在気をつけていること（下図）と順位が異なっており、被保険
適度な運動

た 16 歳以上の本市市民全体の回答では 30 分未満で 44％である。 

者の実態と関心の違いが表れている。適度な運動に取り組む必要 被保険者の運動不足が浮き彫りになっている。 

があると感じている（が、現在は取り組んでいない）被保険者が 睡眠

約３分の２である。 体重

問 １日平均どのくらい歩きますか？ ――――― 
定期健診

特定健診等では、このような被保険者の関心をとらえたプログ

ラムや支援体制の構築を図る必要がある。 休養、ストレス解消
歩かない ３０ 分未満 ３０ 分以上 ６０ 分以上 無回答

６０ 分未満
規則正しい生活 0% 25% 50% 75% 100% 

口の中の清潔（歯みがきなど）

【広報掲載】問 健康のために、

気をつけていることはありますか？ タバコ


酒の飲み方


0% 25% 50% 75% 100%


67.0 

48.6 

47.0 

39.4 

35.9 

33.0 

27.2 

23.9 

8.0 

5.4 

0.5 

8.8 

1.8 

全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

その他


食事・栄養

特に気にしない


睡眠

無回答


体重


口の中の清潔（歯みがきなど）


適度な運動


休養、ストレス解消


定期健診


規則正しい生活


酒の飲み方


タバコ


その他


特にしていることはない


無回答


21.6 41.3 24.4 10.7 
1.9 

全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～ 39歳(70) 

40～ 44歳(69) 

45～ 49歳(69) 

50～ 54歳(84) 

55～59 歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85 以上(83) 

女、腹囲90 以上(33) 

男、BMI 25 以上(20) 

女、BMI 25 以上(47) 

男、BMI 25 未満(121) 

女、BMI 25 未満(265) 

その他(55) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 
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【広報掲載】問 ご自身が肥満だと思いますか？

４．メタボリックシンドローム 

１日の食事について栄養バランスや量をいつも気にしているの

は約３割である。この割合は、女性、とりわけＢＭＩ 値が低い女

性で高い。（下図） 

「メタボリックシンドローム」（内臓脂肪型肥満）という言葉を

知っている被保険者は約８割であり、聞いたことがある人を含め

ると９割超である。（右図） 

問 １日の食事について、

栄養バランスや量を気にするようにしていますか？


いつも ときどき あまり 気に 無回答
気にする 気にする 気にしない していない

0% 25% 50% 75% 100% 

30.6 42.3 21.8 
4.6 

0.6 
全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～39 歳(70) 

40～44 歳(69) 

45～49 歳(69) 

50～54 歳(84) 

55～ 59歳(178) 

60歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85 以上(83) 

女、腹囲90 以上(33) 

男、BMI 25 以上(20) 

女、BMI 25 以上(47) 

男、BMI 25 未満(121) 

女、BMI 25 未満(265) 

その他(55) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 

問 ｢メタボリックシンドローム｣という言葉を

知っていますか？


知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

0% 25% 50% 75% 100% 

81.7 13.5 
4.2 

0.6 
全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～ 39歳(70) 

40～ 44歳(69) 

45～ 49歳(69) 

50～ 54歳(84) 

55～59 歳(178) 

60 歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85 以上(83) 

女、腹囲90 以上(33) 

男、BMI 25 以上(20) 

女、BMI 25 以上(47) 

男、BMI 25 未満(121) 

女、BMI 25 未満(265) 

その他(55) 

通院入院なし(273) 

通院した(333) 

入院した(10) 

自身が、肥満または肥満ぎみと感じている被保険者は、半数弱

を占めている。腹囲やＢＭＩ値が大きい被保険者では、肥満また

は肥満ぎみと感じている人の割合が高く、男性より女性のほうが

より強く感じている。 

腹囲やＢＭ Ｉ値が大きい被保険者でも、自身をふつうと感じて

いる人があること、ＢＭ Ｉ値が低い被保険者でも肥満ぎみと感じ

ている人があることに留意しておく必要がある。（ 右上図） 

肥満または肥満ぎみと感じている被保険者のうち、気になって

いることとして、体重を挙げる人は女性に多く、腹囲を挙げる人

は男性に多い。（ 右下図） 

肥満 肥満ぎみ ふつう やせぎみ やせている 無回答

0% 25% 50% 75% 100% 

14.7 30.3 43.4 6.3 
4.6 

0.6 
全体(624) 

男性(236) 

女性(386) 

35～39 歳(70) 

40～44 歳(69) 

45～49 歳(69) 

50～54 歳(84) 

55～59 歳(178) 

60歳以上(152) 

自営業・家業手伝(283) 

仕事あり自営以外(190) 

仕事なし(143) 

男、腹囲85以上(83) 

女、腹囲90以上(33) 

男、BMI 25以上(20) 

女、BMI 25以上(47) 

男、BMI 25未満(121) 

女、BMI 25未満(265) 

その他(55) 

問 ご自身のどんな点が気になりますか？

0% 25% 50% 75% 100% 

体重

腹囲

その他

何となく

無回答

68.0 

59.4 

5.0 

1.4 

2.5 

全体(281) 

男性(111) 

女性(169) 

［ 肥満または肥満ぎみと感じる回答者のみ］ 
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５．特定健康診査・特定保健指導の方向性 

特定健康診査の実施体制を検討するため、基本健康診査等をこ

とし受診する予定のない被保険者に対し、「受けやすくするには」 【広報掲載】問 健診を受けやすくするには、 【広報掲載】問 生活習慣病を予防するための知識を
何を望むか尋ねている。（ 左上図） どのようなことを望まれますか？ どのように知りたいですか？
約半数は「年間を通じて受診できること」を望み、次いで「い

つ・どこで受診できるかわかりやすい情報」を指摘している。 
0% 25% 50% 75% 0% 25% 50% 75% 

特定健康診査のスケジュールや実施会場の確保、被保険者への
年間を通じて受診できること

22.3 

16.3 

資料 54.2 49.0 

講習案内の際に留意していく必要がある。 いつ・どこで受診できるか、わかりやすい情報 36.7 

面談 12.5 週末に受診できること


特定保健指導の実施機関を検討するため、これまでに健康のた 夜間に受診できること
 ファックス 9.9 13.9 

8.5 電子メール10.8 めになるアドバイスを受けた場所を尋ねている。（ 左下図） 歩いて行ける場所

電話 2.1 10.8 約半数の被保険者は「医院・病院」を挙げている。次いで「家 自動車で行きやすい場所（ 駐車場等がある） 

5.3 6.0 別の方法族親族」「友人・知人」からアドバイスを受けた被保険者が多い。 なぜ受診するのか、わかりやすい情報

11.6 知りたいとは思わない 6.6 また、約２割の被保険者は、そのような経験がない。 その他

全体(624) 4.2 無回答特定保健指導の実施にあたっては、医療機関との連携が欠かせ 特にない

全体(251) 

22.8 

無回答 2.8 
ない。また、家庭や地域・職場などの身近な人間関係を意識した

指導プログラムづくり重要である。 ［ ことし健診を受ける予定のない回答者のみ］ 

問 保健センターが行う相談や講習は、
特定保健指導の実施形態を検討するため、生活習慣病を予防す 問 これまでに、健康のためになるアドバイスを、受けたことは 受けたいと思いますか？

るための知識を得る手段は何がよいか尋ねている。（右上図） ありますか。過去５年くらいの経験でお答えください。

過半数の被保険者は「資料」を挙げており、次いで「講習」が
受けたいと思う 受けたくない わからない 無回答0% 25% 50% 75% 

多い。一方、通信型（ファックス、電子メール、電話）の情報提
医院・病院

供を考えている被保険者は、少数だが一定数ある。 
整体・マッサージ

特定健康診査の結果通知、特定保健指導のプログラムづくりに 勤め先の健診結果の指導

あたっては、資料と講習という基本的な形態の充実・向上が必要 薬店・薬局

保健センター
である。 

その他の専門家

スポーツ施設

保健センターが特定保健指導の実施機関となることを想定し、 食料品店・食材配達サービス

家族・親族
そこでの相談や講習を受けたいか尋ねている。（ 右下図） 

友人・知人

保健センターで相談や講習を受けたいと回答した被保険者は約 職場の人

４ 割で、約５割は「わからない」としている。 その他の人

特定健診等の実施機関・会場を設定する際、一定割合が保健セ
特にない

無回答

ンターでは「受けたくない」と回答していることに留意しておく

必要がある。 

全体(624) 

47.0 

11.4 

6.7 

6.4 

5.9 

2.1 

1.4 

1.0 

20.2 

20.0 

6.7 

1.3 

22.8 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100% 

全体(557) 

男性(207) 

女性(349) 

35～ 39歳(66) 

40～ 44歳(64) 

45～ 49歳(64) 

50～ 54歳(77) 

55～59 歳(155) 

60 歳以上(130) 

自営業・家業手伝(250) 

仕事あり自営以外(173) 

仕事なし(127) 

40.4 9.5 48.7 

［ 生活習慣病予防の知識を何らかのかたちで知りたい回答者のみ］ 
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